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野 尻 湖 、 中 海 及 び 宍 道 湖 に 係 る 湖 沼 水 質 保 全 計 画 の 概 要

１ 計 画 策 定 対 象 湖 沼

今 回 、 湖 沼 水 質 保 全 計 画 を 策 定 す る 指 定 湖 沼 は 、 表 － １ に 示 す と お り 野 尻 湖 、

中 海 及 び 宍 道 湖 の ３ 湖 沼 で あ る 。 な お 、 今 回 の 計 画 は 、 平 成 １ １ ～ １ ５ 年 度 の

第 ３ 期 の 計 画 （ 野 尻 湖 に お い て は 第 ２ 期 の 計 画 ） に 続 く 第 ４ 期 の 計 画 （ 野 尻 湖

に お い て は 第 ３ 期 の 計 画 ） で あ る 。

表 － １ 指 定 湖 沼 及 び 指 定 地 域

湖 沼 名 関 係 県 名 指 定 地 域 内 市 町 村 数 (平 成 16年 4月 1日 現 在 )

野 尻 湖 長 野 県 １ 町

中 海 鳥 取 県 ２ 市

島 根 県 ８ 市 町 村

宍 道 湖 島 根 県 １ ６ 市 町 村

２ 計 画 内 容

２ ． １ 水 質 の 保 全 に 関 す る 方 針

（ １ ） 計 画 期 間

平 成 １ ６ 年 度 ～ 平 成 ２ ０ 年 度 （ ５ 年 間 ）

（ ２ ） 計 画 の 基 本 的 な 考 え 方

着 実 な 水 質 改 善 に よ る 水 質 環 境 基 準 の 確 保 を 目 途 と し つ つ 、 水 質 保 全 に

資 す る 事 業 、 各 種 汚 濁 源 に 対 す る 規 制 等 に よ る 、 そ れ ぞ れ の 湖 沼 の 特 性 に

応 じ た 水 質 保 全 対 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る 。

（ ３ ） 水 質 目 標 値

平 成 １ ７ 年 度 に 目 指 す べ き 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｃ Ｏ Ｄ ） 、 全 窒 素 （ 野 尻

湖 は 除 く 。 ） 、 全 燐 の 水 質 目 標 値 を 掲 げ る 。 （ 表 － ２ ）
りん

２ ． ２ 水 質 の 保 全 に 資 す る 事 業

発 生 源 対 策 と し て 、 下 水 道 、 農 業 集 落 排 水 施 設 、 合 併 処 理 浄 化 槽 、 廃 棄

物 処 理 施 設 等 の 施 設 整 備 を 行 う と と も に 、 流 入 河 川 の 直 接 浄 化 等 の 浄 化 対

策 を 行 う 。 （ 表 － ３ ）

２ ． ３ 水 質 の 保 全 の た め の 規 制 そ の 他 の 措 置

工 場 ・ 事 業 場 排 水 対 策 、 生 活 排 水 対 策 、 畜 産 ・ 水 産 対 策 、 面 源 負 荷 対 策 、

緑 地 の 保 全 そ の 他 自 然 環 境 の 保 護 等 の 施 策 を 行 う 。 （ 表 － ３ ）
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２ ． ４ そ の 他 水 質 保 全 の た め に 必 要 な 措 置

公 共 用 水 域 の 水 質 の 監 視 強 化 、 調 査 研 究 の 推 進 、 地 域 住 民 等 の 協 力 の 確

保 、 事 業 者 等 に 対 す る 助 成 等 を 行 う 。 （ 表 － ３ ）

表 － ２ 水 質 目 標 値

（ 単 位 ： ｍ ｇ ／ ）ç

水 質 目 標 値

（ 平 成 ２ ０ 年 度 ）
湖 沼 名 水 質 項 目 現 状 水 質

施 策 を 講 じ 施 策 を 講 じ

(平 成 15年 度 ) な い 場 合 た 場 合

Ｃ Ｏ Ｄ １ ． ７ １ ． ６ １ ． ５

野 尻 湖 (CO D ) （ １ ． ５ ） （ １ ． ６ ） （ １ ． ５ ）平均値

全 燐 ０ .０ ０ ４ ０ .０ ０ ５ ０ .０ ０ ５
りん

Ｃ Ｏ Ｄ ５ ． ２ ５ ． ２ ４ ． ６

中 海 (CO D ) （ ４ ． ２ ） （ ４ ． ２ ） （ ３ ． ９ ）平均値

全 窒 素 ０ ． ５ ３ ０ ． ５ ４ ０ ． ５ ０

全 燐 ０ .０ ５ ２ ０ .０ ５ ２ ０ .０ ４ ８
りん

Ｃ Ｏ Ｄ ５ ． １ ５ ． １ ４ ． ５

宍 道 湖 (CO D ) （ ４ ． ５ ） （ ４ ． ５ ） （ ４ ． １ ）平均値

全 窒 素 ０ ． ４ ７ ０ ． ４ ７ ０ ． ４ ４

全 燐 ０ .０ ４ ７ ０ .０ ４ ８ ０ .０ ４ ３
りん

（ 注 ） ･Ｃ Ｏ Ｄ に つ い て は ７ ５ ％ 値 、 全 窒 素 、 全 燐 に つ い て は 年 平 均 値 で あ る ｡
りん

･環 境 基 準 を 達 成 し て い る 野 尻 湖 の 全 燐 に つ い て は 、 引 き 続 き 環 境 基 準 を
りん

達 成 す る よ う 努 め る 。
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計画の内容（１）表－３

湖沼名 野尻湖 中海 宍道湖

（長野県） （鳥取県、島根県） （島根県）

事項名

1.水質の保 第２期計画から引き続 第３期計画に盛り込まれ 第３期の計画に盛り込ま

全に関す き、野尻湖の水質改善を た施策についてはおおむね れた施策についてはおおむ

る方針 図るため、野尻湖に関わ 計画どおり実施され、汚濁 ね計画どおりに実施され、

る人々と水環境との調和 負荷量は着実に減少し、平 汚濁負荷量は着実に減少

に配慮して、関係市町 成15年度には化学的酸素要 し、平成15年度には全燐の

村、団体及び県民の理解 求量、全窒素、全燐ともに 水質目標を達成したもの

と協力を得て、浄化対策 水質目標を達成したもの の、環境基準の達成には至

を総合的かつ計画的に推 の、環境基準の達成には至 っていない。このため、施

進する。 っていない。このため、今 策の効果が水質に反映され

特にこの計画では、行 後ともより効果的な水質保 ない原因について、今後と

政が地域住民の取り組み 全対策を検討していく必要 も調査検証を継続するとと

を支援することを通じ がある。 もに、より効果的な水質保

て、地域住民が自主的か このような状況から、引 全対策を検討していく必要

つ日常的な活動を強化 き続き中海の水質改善を図 がある。

し、行政と地域住民が必 るため、両県の長期計画等 このような状況から、引

要な情報を相互に提供 や環境基本計画等を基調 き続き宍道湖の水質改善を

し、共有することによっ に、関係機関、関係市町 図るため、県政推進の基本

て、野尻湖の水質が更に 村、事業者及び住民等の連 となる「島根県総合計

改善されていくことを目 携のもと、なお一層の浄化 画」、本県環境政策の基本

指すものとする。 対策を総合的かつ計画的に 方針である「島根県環境基

推進する。 本計画」等を基調に、関係

機関、関係市町、事業者及

び住民等の連携のもと、な

お一層の浄化対策を総合的

かつ計画的に推進する。
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計画の内容（２）表－３

湖沼名 野尻湖 中海 宍道湖

（長野県） （鳥取県、島根県） （島根県）

事項名

2.水質の保

全に資す

る事業

(1)下水道 ・下水道の整備 ・下水道の整備
※ ※の整備 (鳥取 3.5千人 (25.4千人

普及率 56→60%) 普及率 55→64%)
※(島根 6.0千人

普及率 42→51%)

(2)その他 ・農業集落排水施設の整備 ・農業集落排水施設の整備
※ ※の生活 (鳥取 0千人 (9.5千人

排水処 普及率 5→5%) 普及率 14→17%)
※理施設 (島根 0.3千人

の整備 普及率 22→22%)

・浄化槽の整備 ・浄化槽の整備 ・浄化槽の整備
※ ※(鳥取 400基 (3,780基

普及率 5→7%) 普及率 6→11%)
※(島根 1,155基

普及率 7→12%)

(3)廃棄物 ・廃棄物処理施設

処理施設 (１施設増設 )※

の整備

(4)湖沼の ・中海水中貯木場の底泥し ・浅場、藻場の造成による

浄化対策 ゅんせつ 自然の自浄機能の回復

・安来港内の底質改善 ・浮遊ゴミの除去

・沿岸域での覆砂

・浅場、藻場の造成による

自然の自浄機能の回復

・浮遊ゴミの除去

(5)流入河 ・水生植物を利用した水

川等の浄 質浄化池による水質浄

化対策 化

・流入水路等のごみ清掃

（注 は５年間での事業量）※
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計画の内容（３）表－３

湖沼名 野尻湖 中海 宍道湖

（長野県） （鳥取県、島根県） （島根県）

事項名

3.水質の保

全のため

の規制そ

の他の措

置

(1)工場・ ・排水基準の遵守の徹底 ・排水基準の遵守の徹底 ・排水基準の遵守の徹底

事業場排 ・新増設に伴う汚濁負荷 ・新増設に伴う汚濁負荷 ・新増設に伴う汚濁負荷

水対策 の増大の抑制 の増大の抑制 の増大の抑制

・排水規制対象外の工場 ・排水規制対象外の工場 ・排水規制対象外の工場

・事業場への指導 ・事業場への指導 ・事業場への指導

・環境管理・監査の推進 ・環境管理・監査の推進

生活排水対策の推進 生活排水対策の推進(2)生活排 ・下水道等への接続の促 ・ ・

水対策 進 ・下水道等への接続の促 ・下水道等への接続の促

・浄化槽の適正な設置、 進 進

管理の確保 ・浄化槽の適正な設置、維 ・浄化槽の適正な設置、維

・各家庭における生活雑 持管理の確保 持管理の確保

排水対策の促進

畜舎管理の適正化 畜舎管理の適正化(3)畜産業 ・ ・

に係る汚 ・家畜排せつ物の管理の ・家畜排せつ物の管理の

濁負荷対 適正化及び利用の促進 適正化及び利用の促進

策 ・家畜排せつ物処理施設 ・家畜排せつ物処理施設

の整備 の整備

(4)魚類養 ・養殖を行う場合の施設の ・こいの養殖用の網いけす

殖の係る 改善や飼料投与の適正管 については、飼料の投与

汚濁負荷 理の指導 等に関する規制基準の順

対策 守の徹底を図る

・養殖を行う場合の施設の

改善や飼料投与の適正管

理の指導

(5)非特定 ・農地対策 ・農業地域対策 ・農業地域対策

汚染源対 ・側条施肥田植えの普 ・側条施肥田植機の普及 ・側条施肥田植機の普及

策 及 ・化学肥料の減肥 ・化学肥料の減肥

・施肥量の適正化 ・肥効調節型肥料の利用 ・肥効調節型肥料の利用

・緩効性肥料・有機質 促進 促進

肥料の利用促進

・畦の点検、漏水防止

・水田の水管理の改善

・研究と農業者への普
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及啓発

・市街地対策 ・都市地域対策 ・都市地域対策

・道路路面の清掃 ・道路路面の清掃

・道路側溝等の清掃 ・道路側溝等の清掃

・自然地域対策 ・自然地域対策 ・自然地域対策

・森林の適正管理 ・森林の適正管理 ・森林の適正管理

・治山 ・治山・砂防施設の建設 ・治山・砂防施設の建設

・流入河川の直接浄化 ・流入河川の直接浄化 ・流入河川の直接浄化

・流入河川の清掃 ・しゅんせつ ・しゅんせつ

・ヨシ等の刈り取り ・ヨシ等の刈り取り

(6)緑地の ・動植物、土壌等による ・関係諸制度の的確な運用 ・関係諸制度の的確な運用

保全その 水質保全上の機能の保 による緑地、湖辺の自然 による緑地、湖辺の自然

他自然環 全と活用の研究 環境の保全 環境の保全

境の保護 ・沿岸帯での水生植物の ・ビオトープ空間等生物の ・ビオトープ空間等生物の

等 復元、ビオトープの再 生息環境の確保 生息環境の確保

生

・関係諸制度の的確な運

用

(7)廃棄物 ・廃棄物等の適切な処理

等の適切

な処理

計画の内容（４）表－３

湖沼名 野尻湖 中海 宍道湖

（長野県） （鳥取県、島根県） （島根県）

事項名

4.その他水 ・公共用水域の水質の監 ・公共用水域の水質の監 ・公共用水域の水質の監

質保全の 視 視 視

ために必 ・調査研究の推進と活用 ・調査研究の推進 ・調査研究の推進

・総合的な流域管理の取組 ・総合的な流域管理の取組要な措置 ・環境保全の学習、環境

・漁業を通じた水質保全の ・漁業を通じた水質保全の保全意識の啓発

推進 推進・地元主導による取組の

・ラムサール条約への登録 ・ラムサール条約への登録強化

と賢明な利用の促進 と賢明な利用の促進・関係地域計画との整合

・住民の理解と協力及び参 ・住民の理解と協力及び参・事業者等に対する助成

加による保全活動の促進 加による保全活動の促進

・環境学習の推進 ・環境学習の推進

・水質事故への対応 ・水質事故への対応

・関係地域計画との整合 ・関係地域計画との整合

・事業者等に対する助成 ・事業者等に対する助成
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５ ． 湖 沼 水 質 保 全 計 画 策 定 状 況
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　　１．指定湖沼位置図

湖沼名 指定年月 関係府県 計画の策定年月

霞ヶ浦 昭和60年12月 茨城、栃木、千葉 平成14年３月（第４期）

印旛沼 〃 千葉 〃 （　〃　）

手賀沼 〃 千葉 〃 （　〃　）

琵琶湖 〃 滋賀、京都 〃 （　〃　）

児島湖 〃 岡山 〃 （　〃　）

諏訪湖 昭和61年10月 長野 平成15年２月（　〃　）

釜房ダム貯水池 昭和62年９月 宮城 〃 （　〃　）

中海 平成元年２月 島根、鳥取 平成17年３月（　〃　）

宍道湖 〃 島根 〃 （　〃　）

野尻湖 平成６年10月 長野 〃 （第３期）

霞　ヶ　浦
 〔茨城・栃木・千葉〕

中　海 〔鳥取・島根〕

児 島 湖 〔岡山〕

釜房ダム貯水池 〔宮城〕

琵　琶　湖 〔滋賀・京都〕

手 賀 沼 〔千葉〕

印　旛　沼 〔千葉〕

野 尻 湖 〔長野〕

こ　じ　ま　こ

て　が　ぬ　ま

い ん ば ぬ ま

かすみがうら

かまふさ

の　じ　り　こ

す  　わ  　こ

び　　わ　　こ

なかうみ

諏　訪　湖 〔長野〕
宍　道　湖 〔島根〕

し　ん　じ　こ
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２．野尻湖の概要

水系名 １級河川 関川水系

湖面積 4.56 ㎢ 平均水深及び最大水深 平均２１ｍ（最大３８．５ｍ）

湖容積 ９５．７百万㎥ 年間流入水量 平均 約１６．４ 百万ｍ /年３

指定地域面積 １２．９㎢ 特定事業場： みなし特定施設 病 院： ０

( 185.3㎢) 50ｍ /日以上： ０ 浄化槽： １(間接流域を含む地域の面積)
３

指定地域内人口 ０．９千人 20～50ｍ /日： ２ 指定施設 畜 舎： ０３

(2.4千人) 20ｍ /日未満： ２８ 養殖 ： ０(間接流域を含む地域の人口)
３

準用指定施設 畜 舎： ０

ＣＯＤ 湖沼AA類型 達成期間：ハ ＣＯＤ １ mg/ℓ以下

水質環境基準

全燐 湖沼Ⅰ類型 達成期間：ハ 全燐 ０.００５mg/ℓ以下

現在までの水質 年 度 １１ １２ １３ １４ １５ 測点数

２地点
ＣＯＤ 75％値 1.8 2.1 1.9 1.9 1.7

mg/ℓ 平均値 (1.7) (1.8) (1.5) (1.7) (1.5)（ ）（ ）

全窒素（mg/ℓ） 0.11 0.12 0.12 0.11 0.14 ２地点

全燐 （mg/ℓ） 0.005 0.005 0.005 0.006 0.004 ２地点

将来の水質目標値 平成２０年度 ＣＯＤ（７５％値 ： １．５ mg/ℓ）

（年平均値 ： １．５ mg/ℓ）

全燐 ： ０．００５ mg/ℓ

水 道 1，300 千ｍ ／年（平成6～15年度平均）３

電 力 21，000 千ｍ ／年（平成6～15年度平均）３

水 産 5.1 ｔ （平成15年度） （ワカサギ、フナ、コイ等）

水域利用上の障害 淡水赤潮の発生（昭和63年度）

発生状況 水道水の取水におけるろ過障害（現在は改善している ）。

注１）年間流入水量は、平成6～15年度の平均値である。

注２）水質の状況で、ＣＯＤ７５％値は環境基準点２地点の最大値であり、ＣＯＤ平均値、全窒素、全燐
りん

は環境基準点２地点の平均値である。
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３．中海の概要

水系名 １級河川 斐伊川水系

湖面積 ９２．１㎢ 平均水深及び最大水深 平均５．４ｍ（最大８．４ｍ）

湖容積 ５２１百万㎥ 年間流入水量 平均 約２，９００ 百万ｍ /年３

（Ｈ１３～Ｈ１５）

指定地域面積 ５９５．２㎢ 特定事業場： みなし特定施設 病 院： ２

50ｍ /日以上： ６３ 浄化槽：５２３

指定地域内人口 １６０．６千人 25～50ｍ /日： ２５ 指定施設 畜 舎： ０３

（Ｈ１５） 25ｍ /日未満： ３３６ 養 殖： ０３

準用指定施設 畜 舎：１４

ＣＯＤ 湖沼Ａ類型 達成期間：ロ ＣＯＤ ３ mg/ℓ以下

水質環境基準 全窒素 湖沼Ⅲ類型 達成期間：ニ 全窒素 ０.４ mg/ℓ以下

全燐 湖沼Ⅲ類型 達成期間：ニ 全燐 ０.０３mg/ℓ以下

現在までの水質 年 度 １１ １２ １３ １４ １５ 測点数

１０ヶ所
ＣＯＤ 75％値 6.2 7.0 8.1 5.6 5.2

mg/ℓ 平均値 (4.5) (5.0) (5.0) (4.3) (4.1)（ ）（ ）

全窒素（mg/ℓ） 0.78 0.78 0.60 0.57 0.53 １０ヶ所

全燐 （mg/ℓ） 0.072 0.087 0.073 0.054 0.052 １０ヶ所

将来の水質目標値 平成２０年度 ＣＯＤ（７５％値 ： ４．６ mg/ℓ）

（年平均値 ： ３．９ mg/ℓ）

全窒素 ： ０．５０ mg/ℓ

全燐 ： ０．０４８ mg/ℓ

※測点数は本庄工区の２地点を加えた１２ヶ所であること。

農業用水 農業用水の利用なし

水産 ３２８ ｔ/年（平成１４年）

水域利用上の障害 毎年のように赤潮の発生が見られる。

発生状況

注 「水質の状況」で、ＣＯＤ75％値、全窒素、全リンは複数の環境基準点のうちの最大値であり、ＣＯ）

Ｄ平均値は複数の環境基準点の平均値である。
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４．宍道湖の概要

水系名 １級河川 斐伊川水系

湖面積 ８１．８㎢ 平均水深及び最大水深 平均４．５ｍ（最大６．４ｍ）

湖容積 ３６６百万㎥ 年間流入水量 平均 約１，９５０ 百万ｍ /年３

（大橋川を含む） （Ｈ１３～Ｈ１５）

指定地域面積 1,288.4 ㎢ 特定事業場： みなし特定施設 病 院： １

50ｍ /日以上： ２７ 浄化槽：６５３

指定地域内人口 ２７２．６千人 25～50ｍ /日： １９ 指定施設 畜 舎： ５３

（Ｈ１５） 25ｍ /日未満： ６６６ 養 殖： ０３

準用指定施設 畜 舎：２２

ＣＯＤ 湖沼Ａ類型 達成期間：ロ ＣＯＤ ３ mg/ℓ以下

水質環境基準 全窒素 湖沼Ⅲ類型 達成期間：ニ 全窒素 ０.４ mg/ℓ以下

全燐 湖沼Ⅲ類型 達成期間：ニ 全燐 ０.０３mg/ℓ以下

現在までの水質 年 度 １１ １２ １３ １４ １５ 測点数

５ヶ所
ＣＯＤ 75％値 5.0 5.1 4.9 5.2 5.1

mg/ℓ 平均値 (4.6) (4.5) (4.4) (4.6) (4.5)（ ）（ ）

全窒素（mg/ℓ） 0.53 0.60 0.59 0.57 0.47 ５ヶ所

全燐 （mg/ℓ） 0.061 0.061 0.063 0.053 0.047 ５ヶ所

将来の水質目標値 平成２０年度 ＣＯＤ（７５％値 ： ４．５ mg/ℓ）

（年平均値 ： ４．１ mg/ℓ）

全窒素 ： ０．４４ mg/ℓ

全燐 ： ０．０４３ mg/ℓ

農業用水 農業用水の利用なし

水産 ７，８１３ ｔ/年（平成１４年） （しじみ等）

水域利用上の障害 年によりアオコ、赤潮の発生が見られる。

発生状況

注 「水質の状況」で、ＣＯＤ75％値、全窒素、全リンは複数の環境基準点のうちの最大値であり、ＣＯ）

Ｄ平均値は複数の環境基準点の平均値である。
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５．湖 沼 水 質 保 全 計 画 策 定 状 況 一 覧

　　　　　　　　　　計　　画　　時　　期　　（年度）

　　昭　和 　　　　　　　　　　　　　平　　　　　成

60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

霞 ヶ 浦

印 旛 沼

手 賀 沼

琵 琶 湖

児 島 湖

釜房ダム貯水池

諏 訪 湖

中 海

宍 道 湖

野 尻 湖

湖 沼 名

 第４期

 　 第４期

   　 第３期

  第１期

  第１期

  第１期

  第１期

  第２期

  第２期

  第２期

  第３期

  第３期  第４期

  第３期

  第２期
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